
大

陸
（
北

支
）
　 

歩
兵
の
小
隊
長
、

中
隊
長
と
し
て
北
支
等
に
従
軍
　 

―
歩
兵
第
三
十
三
連
隊
、
歩
兵
第
七
十
七
連
隊
―

三
重
県
　
山
崎
仁
夫
　 

軍
隊
履
歴

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
十
二
月
一
日

現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
三
十
三
連
隊
入
隊

十
二
月
十
二
日
　
満
州
派
遣
北
満
警
備
に
従
事

昭
和
十
一
年
三
月
十
日
　
歩
兵
科
幹
部
候
補
生
に
採
用

六
月
五
日
　
甲
種
幹
部
候
補
生
に
区
分

七
月
四
日
　
内
地
原
隊
帰
着

七
月
十
日
　
昭
和
六
年
～
九
年
事
変
に
お
け
る
功

に
よ
り
金
三
十
五
円
を
賜
る

十
一
月
三
十
日
　
現
役
満
期
除
隊

昭
和
十
二
年
九
月
一
日
　
教
育
召
集
の
た
め
歩
兵
第
七
十
八
連

隊
に
入
隊

十
月
一
日
　
将
校
勤
務
終
了
、
召
集
解
除

昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
　
任
　
陸
軍
歩
兵
少
尉

六
月
二
十
八
日
　
臨
時
召
集
の
た
め
歩
兵
第
七
十

七
連
隊
に
入
隊

十
月
十
九
日
　
野
戦
隊
補
充
の
た
め
屯
地
発
、
北

支
山
西
省
に
て
第
一
大
隊
第
一
中

隊
第
一
小
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
戦
闘

力
構
成
に
参
加
従
軍

昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
　
任
　
歩
兵
中
尉



昭
和
十
五
年
一
月
六
日
　
北
支
出
発

一
月
八
日
　
原
隊
帰
着

二
月
十
日
　
満
浦
鎮
（
平
安
北
道
江
界
郡
）
警
備

隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
る

四
月
二
十
九
日
　
支
那
事
変
に
お
け
る
功
に
よ
り

功
五
級
金
鵄
勲
章
並
勲
六
等
單

光
旭
日
章
及
金
二
千
六
百
円
を

賜
る

八
月
二
十
五
日
　
召
集
解
除

昭
和
二
十
年
三
月
三
日
　
臨
時
召
集
の
た
め
久
居
第
三
十
八
部

隊
に
入
隊
、
同
日
第
一
四
七
警
備
大

隊
第
一
中
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
る

三
月
十
八
日
　
朝
鮮
警
備
の
た
め
屯
地
出
発
、
京

畿
道
水
原
邑
に
駐
屯

十
月
九
日
　
終
戦
の
た
め
仁
川
出
港

十
月
十
五
日
　
佐
世
保
着
、
召
集
解
除

一
　
満
州
事
変

昭
和
十
年
十
二
月
一
日
、
私
は
久
居
の
歩
兵
第
三
十
三
連
隊

に
初
年
兵
と
し
て
入
隊
し
た
。
当
時
連
隊
は
、
満
州
警
備
の
た

め
北
満
に
駐
屯
し
て
い
て
、
連
隊
の
本
部
は
チ
チ
ハ
ル
の
東
大

営
に
あ
っ
た
。
私
達
は
、
新
し
い
軍
服
や
、
名
前
も
い
ち
ど
き

に
は
覚
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
ほ
ど
の
数
々
の
装
具
を
支
給
さ

れ
て
、
隊
伍
を
組
ん
で
歩
く
こ
と
と
、
敬
礼
の
仕
方
だ
け
を
教

え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
、
は
な
は
だ
頼
り
な
い
兵
隊
の
ま
ま
で

満
州
へ
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
戸
港
か
ら
御
用
船
で
北
朝
鮮
の
雄
基
に
上
陸
。
零
下
三
十

度
の
雪
の
荒
野
だ
が
、
も
う
す
っ
か
り
あ
き
ら
め
て
い
て
、
ど

こ
へ
で
も
連
れ
て
い
け
と
い
う
感
じ
。
し
か
も
同
じ
境
遇
で
、

同
じ
気
持
ち
の
初
年
兵
で
あ
る
か
ら
、
故
国
を
出
発
し
た
前
後

ほ
ど
の
深
刻
感
は
な
い
。

ど
こ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
通
過
し
た
の
か
、
ま
た
何
日
か
か
っ

た
の
か
今
で
は
全
く
記
憶
は
な
い
が
、
よ
う
や
く
駐
屯
地
の
チ

チ
ハ
ル
に
到
着
し
た
。
■
瓦
建
て
の
立
派
な
二
階
建
て
の
兵
舎

の
前
に
整
列
し
て
、
連
隊
長
の
訓
示
が
あ
る
。「
よ
く
や
っ
て

来
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
ぞ
」
と
い
う
よ
う
な
話

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
肩
に
く
い
込
む
重
い
背
の
う
を
幾
度
か

上
に
ず
り
上
げ
な
が
ら
、
訓
示
の
早
く
終
わ
る
の
を
待
ち
わ
び

て
い
た
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
。



軍
隊
経
験
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で
も
ご
承
知
の
こ
と
で
あ
る

が
、
入
営
後
一
番
鍛
え
ら
れ
る
の
は
、
一
期
の
検
閲
前
の
三
ヵ

月
で
あ
る
。
そ
し
て
鍛
え
ら
れ
る
の
は
、
野
外
で
行
わ
れ
る
訓

練
だ
け
で
は
な
い
。
内
務
実
施
と
言
っ
て
、
兵
室
内
で
の
起
居

動
作
全
体
が
訓
練
の
対
象
と
な
る
。
し
か
も
営
外
居
住
者
の
将

校
達
が
い
な
く
な
っ
た
朝
晩
と
夜
間
に
集
中
し
て
行
わ
れ
る
。

こ
の
時
間
は
、
伍
長
や
新
米
の
軍
曹
が
中
隊
の
殿
様
で
、
下
士

官
室
に
君
臨
し
て
お
り
、
内
務
班
の
兵
室
は
、
柄
の
悪
い
二
年

兵
の
天
下
で
あ
る
。
新
兵
に
と
っ
て
、
一
番
待
ち
遠
し
い
消
灯

ラ
ッ
パ
が
「
兵
隊
さ
ん
は
可
哀
想
だ
な
あ
ー
、
ま
た
寝
て
泣
く

の
か
よ
ー
」
と
夜
の
兵
営
内
に
響
き
渡
っ
て
、
皆
寝
台
に
も
ぐ

り
込
み
、
班
内
が
一
斉
に
暗
く
な
る
と
、
彼
等
悪
魔
た
ち
が
行

動
を
開
始
す
る
。

「
第
一
内
務
班
の
初
年
兵
、
起
床
！
」
初
年
兵
は
、
飛
び
起

き
て
襦
袢
袴
下
の
寝
て
い
た
ま
ま
の
姿
で
、
各
自
の
寝
台
の
前

で
不
動
の
姿
勢
を
と
る
。「
山
崎
二
等
兵
、
貴
様
は
銃
の
手
入

れ
を
行
っ
た
か
」「
や
り
ま
し
た
」「
こ
こ
へ
来
い
。
引
鉄
の
用

心
金
の
裏
に
埃
が
つ
い
て
い
る
」「
手
入
れ
し
ま
し
た
」「
文
句

は
い
ら
ん
」
パ
ン
、
パ
ー
ン
。
両
ほ
ほ
の
ビ
ン
タ
が
始
ま
る
。

「
軍
靴
の
裏
に
土
が
つ
い
て
い
る
」「
た
ん
つ
ぼ
の
掃
除
が

不
十
分
だ
」「
今
日
の
行
軍
で
落
伍
し
た
奴
が
い
る
」
悪
魔
た

ち
の
目
か
ら
見
れ
ば
初
年
兵
を
し
ぼ
る
種
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。「
今
年
の
初
年
兵
は
、
気
合
が
抜
け
て
い
る
ぞ
」「
初
年
兵

全
員
二
列
に
整
列
。
前
列
回
れ
右
」「
対
抗
演
習
始
め
」

。
対
抗

演
習
と
い
う
の
は
、
向
か
い
あ
っ
た
者
同
士
が
、
相
手
の
ほ
ほ

を
交
互
に
殴
り
あ
う
懲
罰
動
作
で
あ
る
。
営
内
で
の
私
的
制
裁

は
、
正
式
に
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
毎
晩
繰
り
返
さ
れ
て
、
初
年
兵
の
動
作
も
だ
ん
だ
ん
と
機

敏
に
な
る
。

歩
兵
の
初
年
兵
教
育
は
、
戦
闘
の
た
め
の
基
本
動
作
で
あ
る

各
個
戦
闘
教
練
と
、
基
本
射
撃
、
銃
剣
術
で
、
そ
の
中
で
も
初

年
兵
が
一
番
苦
労
す
る
の
は
銃
剣
術
だ
。
基
本
動
作
は
、
正
規

の
時
間
に
教
官
が
教
え
て
く
れ
る
が
、
そ
の
後
の
練
習
は
、
朝

夕
、
中
隊
宿
舎
前
の
広
場
で
行
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
寒
稽
古
」

が
中
心
で
あ
る
。「
初
年
兵
、
銃
剣
術
に
集
合
」
と
週
番
上
等

兵
の
声
が
か
か
る
と
、
初
年
兵
は
防
具
と
木
銃
を
持
っ
て
舎
前

に
整
列
、
直
ち
に
腕
自
慢
の
二
年
兵
と
の
稽
古
が
始
ま
る
。

キ
ャ
リ
ア
が
違
い
過
ぎ
て
、
対
等
に
仕
合
が
出
来
る
は
ず
が
な



い
。
足
が
も
つ
れ
る
。
目
に
汗
が
入
る
。「
し
っ
か
り
か
か
っ

て
こ
い
」
力
い
っ
ぱ
い
突
い
て
い
く
と
、
軽
く
外
し
て
、
木
銃

で
地
面
に
押
し
倒
さ
れ
る
。
ま
る
で
大
人
と
幼
稚
園
児
と
の
相

撲
の
よ
う
だ
。

当
時
私
は
体
重
が
五
〇
キ
ロ
く
ら
い
で
、
腕
も
細
く
ぶ
ざ
ま

な
姿
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
骨
の
よ
う
な
細
い
上
膊
部
を
さ
ん
ざ

ん
に
突
き
上
げ
ら
れ
、
揚
げ
句
の
果
て
は
、
左
手
を
全
然
曲
げ

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

陸
軍
病
院
で
診
断
を
受
け
る
と
「
化
骨
」
し
て
い
る
と
い

う
。
軍
医
殿
は
「
な
か
な
か
治
ら
な
い
と
思
う
が
、
湿
布
で
も

し
て
お
け
」
と
い
う
。
中
隊
の
衛
生
兵
は
「
一
生
治
ら
な
い

ぞ
、
兵
役
免
除
だ
な
あ
」
と
更
に
悲
観
的
だ
。
万
歳
の
声
に
送

ら
れ
て
勇
躍
征
途
に
の
ぼ
っ
た
の
に
、
銃
剣
術
で
二
年
兵
に
突

か
れ
て
廃
兵
に
な
っ
た
と
い
っ
て
郷
里
に
帰
る
こ
と
も
出
来
な

い
。
腕
の
曲
が
っ
た
ま
ま
で
、
演
習
も
一
切
休
ま
ず
頑
張
り
通

す
こ
と
に
し
た
。

私
達
初
年
兵
の
教
官
は
、
日
比
野
少
尉
と
言
っ
て
、
陸
軍
士

官
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
紅
顔
可
憐
の
美
青
年
で
あ
っ

た
。
初
年
兵
の
私
達
は
、
内
務
班
で
は
二
年
兵
に
気
を
使
っ
て

ば
か
り
い
て
緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
比
野
少
尉
の

初
年
兵
教
育
は
、
一
番
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。
私
達
第
六
中

隊
の
第
一
内
務
班
の
初
年
兵
は
大
部
分
学
校
出
で
、
幹
部
候
補

生
の
受
験
資
格
の
あ
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
彼
は
士
官
学
校

で
自
分
が
受
け
た
教
育
と
同
じ
要
領
で
私
達
の
人
格
を
尊
重
し

な
が
ら
教
育
を
実
施
し
て
い
て
、
厳
格
で
は
あ
る
が
愛
情
の
こ

も
っ
た
訓
練
で
あ
っ
た
。

三
ヵ
月
経
つ
と
、
北
満
の
凍
り
つ
く
よ
う
な
風
も
だ
い
ぶ
ん

和
ら
い
で
き
た
。
地
面
は
ま
だ
深
く
ま
で
凍
っ
て
は
い
る
が
、

営
外
の
柳
の
こ
ず
え
を
ゆ
さ
ぶ
る
風
も
、
あ
の
肌
を
刺
す
よ
う

な
厳
し
さ
は
な
い
。
討
伐
に
出
動
し
て
い
た
二
年
兵
も
帰
隊
し

て
営
内
も
平
常
に
戻
り
、
一
期
の
検
閲
が
始
ま
っ
た
。

今
日
は
最
終
日
で
部
隊
戦
闘
教
練
だ
。
三
ヵ
月
間
の
成
果
を

連
隊
長
に
お
見
せ
す
る
の
で
あ
る
。
見
渡
す
限
り
の
平
原
に
は

所
々
に
薄
雪
が
白
く
残
っ
て
い
て
、
地
面
は
ま
だ
コ
チ
コ
チ
の

凍
土
で
あ
る
。
遙
か
遠
方
に
低
い
丘
陵
地
が
見
え
て
、
そ
れ
が

敵
の
ト
ー
チ
カ
陣
地
で
あ
り
、
今
日
の
私
達
の
攻
撃
目
標
で
あ

る
。
日
比
野
少
尉
の
「
攻
撃
前
進
！
」
の
透
き
通
っ
た
号
令
が

広
野
に
こ
だ
ま
す
る
。
私
達
は
立
ち
上
が
っ
て
走
る
こ
と
が
許



さ
れ
な
い
。
全
員
匍
匐
前
進
だ
。
地
面
に
腹
ば
い
に
な
っ
て
、

銃
を
水
平
に
前
面
で
支
え
た
ま
ま
前
方
に
に
じ
り
寄
る
、
い
わ

ゆ
る
尺
取
虫
式
の
匍
匐
前
進
だ
。

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
銃
を
支
え
て
前
後

に
動
か
し
て
い
る
両
手
が
疲
れ
て
く
る
。
腹
の
皮
が
痛
く
な

る
。
一
休
み
し
た
い
が
隣
の
二
年
兵
よ
り
遅
れ
る
の
で
一
息
つ

く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
七
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
凍
っ
た
土
の
上
で
あ
る
が
、
寒
さ
や
冷
た
さ
な
ん
か
は
一

切
感
じ
な
い
。
汗
が
流
れ
て
目
に
入
る
。
手
で
こ
す
る
と
顔
が

じ
ゃ
り
じ
ゃ
り
す
る
。

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
も
う
自
分
の

身
体
か
、
誰
の
身
体
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
気
が
遠
く
な
っ
て

き
た
時
、
日
比
野
少
尉
の
突
撃
の
号
令
だ
。「
突
撃
に
進
め
」

「
突
っ
込
め
」

。
私
達
は
一
斉
に
立
ち
上
が
っ
て
煙
幕
の
中
を
敵

の
ト
ー
チ
カ
に
突
入
し
た
。「
状
況
、
終
わ
り
」

。
ト
ー
チ
カ
の

攻
撃
の
演
習
は
、
こ
れ
で
終
了
し
た
。
連
隊
長
の
講
評
は
「
諸

子
の
攻
撃
前
進
は
、
よ
く
忍
苦
に
耐
え
、
か
つ
勇
猛
果
敢
、
立

派
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
ソ
連
の
ト
ー
チ
カ
陣
地
に
対
す
る
攻
撃

に
も
自
信
を
得
た
も
の
と
思
う
」
と
、
日
比
野
少
尉
以
下
一

同
、
連
隊
長
の
激
賞
に
あ
ず
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
そ
れ
以
上
に
嬉
し
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

そ
れ
は
「
化
骨
」
し
て
い
た
は
ず
の
私
の
腕
が
、
匍
匐
前
進
の

間
に
、
い
つ
の
間
に
か
軟
ら
か
く
な
っ
て
完
全
に
治
っ
て
い
た

の
だ
。「
教
官
殿
、
自
分
の
腕
が
治
り
ま
し
た
。
完
全
に
動
き

ま
す
。
見
て
く
だ
さ
い
」「
山
崎
二
等
兵
、
よ
か
っ
た
な
あ
」

日
比
野
少
尉
は
、
私
の
左
腕
を
カ
ー
キ
色
の
将
校
用
の
手
袋
の

ま
ま
、
優
し
く
さ
す
っ
て
、
共
に
心
か
ら
喜
ん
で
く
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

赤
い
夕
日
が
広
野
の
果
て
に
静
か
に
沈
み
か
け
た
こ
ろ
、
私

達
は
元
気
に
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
ト
ー
チ
カ
陣
地
を
後
に
し
て

兵
舎
に
向
か
っ
た
。（
教
官
の
日
比
野
少
尉
は
、
支
那
事
変
の

当
初
、
中
隊
長
と
し
て
奮
戦
し
、
戦
死
さ
れ
た
）

二
　
支
那
事
変

昭
和
十
二
年
七
月
、
日
支
事
変
が
勃
発
す
る
と
同
時
に
平
壌

に
駐
屯
し
て
い
た
歩
兵
第
七
十
七
連
隊
は
急
き
ょ
北
支
に
出
動

し
て
、
南
范
、
郎
坊
の
緒
戦
か
ら
連
戦
連
勝
、
一
挙
に
石
家
荘

ま
で
進
出
し
た
。
山
西
省
の
入
り
口
の
難
関
で
あ
る
娘
子
関
で

は
、
戦
死
五
〇
〇
人
と
い
う
大
損
害
を
出
し
た
が
、
昭
和
十
三



年
の
正
月
は
山
西
省
の
首
都
太
原
の
周
辺
で
過
ご
し
、
続
い
て

臨
汾
、
聞
喜
、
運
城
と
同
蒲
線
に
沿
っ
て
山
西
省
を
南
下
、
激

戦
に
次
ぐ
激
戦
を
重
ね
て
、
八
月
の
末
、
よ
う
や
く
山
西
省
西

南
端
の
要
衝
風
陵
渡
の
高
地
を
占
領
し
た
。
私
の
属
す
る
第
一

大
隊
は
、
高
地
占
領
後
、
こ
の
敵
前
の
第
一
線
に
残
っ
て
、
そ

れ
か
ら
約
十
ヵ
月
に
わ
た
る
黄
河
を
挾
ん
だ
長
い
対
陣
生
活
に

入
っ
た
。

私
が
補
充
で
第
一
線
に
到
着
し
た
の
は
昭
和
十
三
年
十
一
月

初
め
で
、
我
が
第
一
中
隊
は
風
陵
高
地
の
東
方
四
〇
〇
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
西
王
村
と
い
う
黄
河
北
岸
の
寒
村
の
警
備
に
就
い
て

い
た
。

黄
河
の
対
岸
の
潼
関
か
ら
は
、
夜
と
な
く
昼
と
な
く
大
き
な

大
砲
で
砲
撃
し
て
く
る
の
で
、
風
陵
高
地
の
大
隊
本
部
と
第
二

中
隊
は
穴
蔵
生
活
を
し
て
い
た
。
我
が
中
隊
は
現
地
住
民
の
家

を
借
用
し
て
、
分
隊
ご
と
に
宿
舎
に
入
っ
て
い
た
。
部
落
の
入

り
口
に
は
地
下
陣
地
を
備
え
た
下
士
■
が
あ
っ
て
、
第
一
小
隊

は
、
西
門
と
北
門
に
三
個
所
の
下
士
■
を
出
し
て
い
た
。
私
達

は
翌
年
三
月
に
東
王
村
に
移
駐
す
る
ま
で
、
こ
の
地
に
住
み
つ

く
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
午
前
二
時
二
十
分
、
第
二
下

士
■
の
前
面
に
約
一
個
小
隊
の
敵
が
夜
襲
し
て
来
た
。
こ
れ

は
、
私
が
戦
地
へ
来
て
初
め
て
の
敵
と
の
遭
遇
で
、
し
か
も
到

着
し
て
か
ら
ま
だ
二
十
日
足
ら
ず
で
あ
っ
た
の
で
覚
悟
は
し
て

い
た
が
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
や
っ
と
寝
付
い
た
真
夜
中
、
枕
元

で
の
敵
の
銃
声
で
飛
び
起
き
た
が
、
脚
が
ガ
タ
ガ
タ
し
て
靴
が

履
け
な
い
。
や
っ
と
の
こ
と
で
革
脚
絆
を
着
け
軍
刀
を
引
っ
さ

げ
て
外
に
出
る
と
、
い
つ
の
間
に
で
て
き
た
の
か
、
小
隊
の
兵

隊
全
員
が
武
装
し
て
舎
前
に
整
列
し
小
隊
長
の
私
の
指
示
を

待
っ
て
い
る
。

当
番
の
伊
藤
上
等
兵
を
頼
り
に
暗
闇
の
中
を
行
っ
た
り
来
た

り
し
て
い
る
と
、
中
隊
長
の
鬼
木
大
尉
が
傍
ら
に
や
っ
て
来

て
、
擲
弾
筒
に
射
撃
の
方
向
と
距
離
を
示
し
榴
弾
の
射
撃
を
命

じ
た
。
実
に
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
方
の
■
地
の
方
で
山
砲

が
破
裂
し
た
よ
う
な
音
が
し
て
、
急
に
敵
の
射
撃
が
止
み
静
か

に
な
る
。
私
も
気
を
取
り
直
し
て
第
二
下
士
■
の
方
に
向
か
っ

た
。こ

の
よ
う
な
夜
襲
は
、
こ
れ
以
後
何
度
も
あ
っ
て
新
米
の
小

隊
長
も
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き
て
一
人
前
な
る
の
だ
が
、
こ
の



夜
の
最
初
の
敵
の
夜
襲
に
は
全
く
度
肝
を
抜
か
れ
て
、
お
恥
ず

か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

三
　
大
東
亜
戦
争

敗
戦
の
時
、
私
は
京
城
（
ソ
ウ
ル
市
）
の
郊
外
に
あ
る
水
原

高
等
農
林
学
校
の
中
に
第
一
四
七
警
備
大
隊
第
一
中
隊
の
本
部

を
置
い
て
い
た
。
八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
の
終
戦
の
放
送
を

拝
聴
し
た
私
は
中
隊
の
全
員
を
本
部
前
の
広
場
に
集
め
、
次
の

よ
う
な
訓
示
を
行
っ
た
。「
た
だ
今
、
恐
れ
多
く
も
、
大
元
帥

陛
下
の
御
言
葉
を
ラ
ジ
オ
で
拝
聴
し
た
。
我
々
の
日
夜
の
奮
闘

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
は
本
日
、
米
英
に
対
し
て
無
条
件

降
伏
を
行
っ
た
。
間
も
な
く
、
米
国
や
ソ
連
の
兵
が
当
地
に
も

進
入
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
祖
国
日
本
の
本
土
も
彼
等
の
蹂

躙
に
伏
す
こ
と
と
思
う
。
各
地
で
ど
ん
な
悲
劇
が
展
開
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
我
々
最
後
ま
で
生
き
残
っ
た
者

は
、
こ
の
大
き
な
試
練
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昔
か
ら

『
国
破
れ
て
山
河
あ
り
』
と
い
う
。
我
々
の
郷
里
の
山
河
は
、

ど
ん
な
に
焼
け
た
だ
れ
荒
れ
果
て
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

残
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
我
々
は
こ
の
残
さ
れ
た
山
河
と
留
守
を

守
り
抜
い
た
家
族
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
占
領
下

の
屈
辱
は
は
か
り
知
れ
な
い
と
思
う
が
、
ど
ん
な
屈
辱
で
あ
っ

て
も
こ
れ
を
耐
え
忍
び
、
十
年
で
も
、
二
十
年
で
も
辛
抱
し
よ

う
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
た
だ
今
の
こ
の
無
念
を
我
々
の
子

供
や
、
孫
達
に
伝
え
よ
う
で
は
な
い
か
。
ど
う
か
自
棄
を
起
こ

さ
ず
、
体
に
気
を
つ
け
て
、
全
員
う
ち
揃
っ
て
郷
里
に
帰
り
着

く
ま
で
自
重
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
。

わ
が
中
隊
の
将
兵
は
三
重
県
に
お
け
る
最
後
の
召
集
で
あ
っ

た
た
め
、
適
齢
期
の
青
年
は
す
で
に
出
征
し
て
い
て
お
ら
ず
、

小
学
校
の
校
長
先
生
や
教
頭
等
の
短
期
現
役
兵
出
身
の
相
当
地

位
の
あ
る
年
配
者
が
多
か
っ
た
が
、
方
々
で
す
す
り
泣
き
が
聞

こ
え
て
、
互
い
に
祖
国
の
再
起
を
誓
い
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

隣
接
し
て
航
空
隊
が
あ
っ
た
。
水
原
特
攻
基
地
で
あ
る
。
そ

こ
の
将
校
か
ら
「
わ
が
方
に
は
、
飛
行
機
も
爆
弾
も
十
分
あ

る
。
こ
の
ま
ま
引
っ
込
む
わ
け
に
は
ま
い
ら
な
い
。
後
に
続
く

者
を
信
じ
て
戦
死
し
た
戦
友
や
部
下
に
申
し
訳
が
な
い
か
ら
、

米
軍
が
接
近
し
て
き
た
ら
敵
艦
に
突
っ
込
む
こ
と
に
し
た
。
警

備
隊
は
飛
行
場
の
確
保
を
た
の
む
」
と
の
連
絡
が
あ
る
。
翌
日

に
は
「
将
校
全
員
飛
行
場
で
腹
を
切
る
こ
と
に
し
た
。
一
緒
に

ど
う
か
」
と
い
う
誘
い
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
我
々
の
第
一
四
七



警
備
大
隊
は
、
大
陸
と
日
本
本
土
と
の
間
の
兵
員
の
輸
送
が
緊

要
に
な
っ
て
き
た
昭
和
二
十
年
三
月
、
三
重
県
の
久
居
の
連
隊

で
編
成
さ
れ
た
。
朝
鮮
半
島
に
渡
っ
た
大
隊
は
、
本
部
を
天
安

に
置
い
て
京
城
か
ら
大
田
ま
で
の
京
釜
線
の
警
備
を
担
当
し
た

が
、
わ
が
第
一
中
隊
は
最
北
端
の
京
城
と
烏
山
間
の
警
備
を
分

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

敗
戦
の
詔
勅
で
中
隊
の
将
兵
も
一
時
は
動
揺
し
た
。
し
か

し
、「
も
う
こ
れ
で
戦
争
も
終
わ
っ
て
、
日
本
に
帰
れ
る
」
と

い
う
安
堵
感
も
あ
っ
て
平
静
を
取
り
戻
し
、
従
来
か
ら
の
任
務

で
あ
る
鉄
道
警
備
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
日

目
、
突
然
、
在
留
日
本
人
が
鉄
道
か
ら
少
し
奥
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
、
暴
徒
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
鉄
道
警
備

が
私
に
与
え
ら
れ
た
本
務
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
訳

に
は
い
か
な
い
。
暴
動
が
あ
っ
た
龍
仁
、
利
川
と
い
う
と
、
京

畿
道
内
で
は
、
郡
役
所
も
あ
る
ち
ょ
っ
と
大
き
い
町
で
、
日
本

人
も
相
当
住
ん
で
お
り
、
朝
鮮
総
監
督
府
の
技
手
時
代
に
公
共

事
業
の
竣
工
検
査
に
出
張
し
た
記
憶
が
あ
る
。

敗
戦
で
命
令
系
統
が
全
く
乱
れ
て
し
ま
っ
て
、
何
の
指
示
も

な
か
っ
た
が
、
私
は
独
断
で
ト
ラ
ッ
ク
に
重
機
関
銃
を
一
丁
積

み
込
ん
で
、
第
三
小
隊
長
の
指
揮
す
る
二
個
分
隊
を
直
接
指
揮

し
龍
仁
に
向
か
っ
た
。

龍
仁
の
警
察
署
は
完
全
に
共
産
系
ら
し
き
暴
徒
に
占
領
さ
れ

て
い
て
、
署
長
以
下
の
日
本
人
は
武
装
解
除
さ
れ
、
武
道
場
に

監
禁
さ
れ
て
い
る
。
暴
動
の
主
犯
格
で
あ
る
二
十
歳
ぐ
ら
い
の

若
い
鮮
人
の
臨
時
署
長
が
握
手
を
求
め
て
き
た
が
、
叱
り
た
お

し
て
道
場
の
鍵
を
開
け
さ
せ
一
同
を
無
事
救
出
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
し
か
し
、
警
察
が
こ
ん
な
状
態
で
は
町
内
は
ど
ん
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
か
し
れ
な
い
。
早
速
街
の
要
所
要
所
に
歩
■

を
配
置
し
、
巡
察
を
出
し
て
警
備
を
固
め
、
警
察
署
の
前
の
十

字
路
に
住
民
の
集
合
を
命
じ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
の
上
に
立
ち
上
が
っ
た
私
は
、
集
ま
っ
た
数
百
人

の
大
衆
に
向
か
っ
て
街
頭
演
説
を
始
め
た
。「
私
は
水
原
警
備

隊
の
山
崎
中
尉
だ
。
一
昨
日
、
わ
が
日
本
は
米
英
に
対
し
て
無

条
件
降
伏
を
行
っ
た
。
間
も
な
く
内
地
人
は
日
本
に
引
き
揚

げ
、
君
達
は
待
望
の
独
立
を
勝
ち
取
る
だ
ろ
う
。
我
々
日
本
民

族
と
は
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
接
触
が
あ
っ
た
。
長
い
間
に
は
、

う
ま
く
い
っ
て
い
た
時
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ま
ず

か
っ
た
時
も
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
同
じ
肌
の



色
の
、
同
じ
顔
形
の
隣
組
の
東
洋
人
同
士
だ
。
他
の
国
の
人
た

ち
よ
り
は
血
族
的
に
親
密
な
は
ず
の
間
柄
だ
。
今
後
二
つ
の

別
々
の
国
に
分
か
れ
て
も
仲
良
く
や
ろ
う
で
は
な
い
か
。
私
は

心
か
ら
朝
鮮
民
族
の
今
後
の
発
展
と
幸
福
を
祈
っ
て
い
る
」

と
。こ

の
夜
は
当
地
に
宿
泊
し
て
様
子
を
見
守
る
こ
と
に
し
た
。

夕
食
後
、
面
会
人
が
あ
る
と
い
う
の
で
部
屋
に
招
じ
入
れ
て
み

る
と
、
京
城
農
業
学
校
の
教
員
時
代
の
教
え
子
の
魚
台
愚
君
で

あ
る
。「
先
生
の
街
頭
演
説
を
聞
い
て
懐
か
し
く
て
や
っ
て
参

り
ま
し
た
」
と
い
う
。
土
地
の
名
物
の
「
成
勧
ま
く
わ
」
を
た

く
さ
ん
持
参
し
、
皆
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
だ
。
久

し
ぶ
り
で
話
が
尽
き
な
い
が
、「
あ
ま
り
長
居
を
す
る
と
共
産

党
に
睨
ま
れ
る
ぞ
」
と
注
意
し
て
別
れ
た
。

私
は
龍
仁
の
町
の
平
静
に
立
ち
直
っ
た
の
を
確
認
し
た
後
、

下
士
官
の
一
個
分
隊
の
駐
留
を
命
じ
て
、
次
の
郡
役
所
の
利
川

に
向
か
っ
た
。

十
月
に
入
っ
て
、
朝
晩
の
寒
さ
が
そ
ろ
そ
ろ
身
に
し
み
る
よ

う
に
な
っ
た
頃
、
米
軍
と
平
穏
裏
に
警
備
の
交
替
を
し
、
日
本

に
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
日
談
に
な
る
が
、
昭
和
五
十
三
年
夏
、
韓
国
の
首
都
ソ
ウ

ル
の
新
国
際
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
「
先
生
、
お
元
気
で
す
か
。

魚
台
愚
で
す
」「
お
お
魚
台
愚
君
。
久
し
ぶ
り
、
御
出
世
で
」

「
お
手
紙
も
差
し
上
げ
ず
、
失
礼
し
て
い
ま
し
た
」「
龍
仁
で
別

れ
て
か
ら
三
十
三
年
ぶ
り
だ
ね
」
と
、
そ
の
夜
は
彼
の
同
級
生

が
中
心
に
な
っ
て
私
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
ク
ラ
ス
は
、
京
城
農
業
学
校
で
私
が
四
年
と
五
年
の
時

担
任
教
師
で
あ
っ
た
か
わ
い
い
教
え
子
だ
。
解
散
後
、
こ
の
ま

ま
別
れ
る
の
は
心
残
り
だ
と
言
っ
て
私
の
ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て

く
れ
た
彼
に
、「
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
龍
仁
で

別
れ
て
か
ら
後
ど
う
で
し
た
」
と
尋
ね
る
と
、
彼
は
あ
の
当
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、「
終
戦
直
後
、
龍
仁
の
街
頭
で

先
生
を
お
見
か
け
し
て
か
ら
、
是
非
と
も
お
会
い
し
た
く
な
っ

て
宿
舎
に
参
り
ま
し
た
。
最
初
は
入
り
口
に
い
た
上
等
兵
に
断

ら
れ
ま
し
た
が
、
下
士
官
が
出
て
き
て
恩
師
な
ら
ば
と
面
会
を

許
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
た
ち
の
軍
隊
が
引
き
揚
げ
て
か
ら

米
軍
が
進
駐
し
て
き
ま
し
た
が
、
あ
ん
な
田
舎
に
は
、
た
ま
に



巡
察
に
出
て
く
る
程
度
で
な
か
な
か
治
安
が
良
く
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
町
役
場
の
総
務
課
長
を
し
て
い
た
の
で
、
自
警
団
を

作
っ
た
り
し
て
治
安
の
回
復
を
図
り
ま
し
た
。

私
は
韓
国
独
立
後
の
自
分
の
進
む
方
向
を
い
ろ
い
ろ
考
え
ま

し
た
が
、
先
生
の
金
鵄
勲
章
を
帯
び
さ
っ
そ
う
と
し
た
青
年
将

校
の
姿
が
目
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
軍
人
に
な
ろ
う

と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
猛
勉
強
を
始
め
て
、
士
官
学
校

に
入
学
し
た
の
で
す
。
中
隊
長
時
代
に
認
め
ら
れ
て
参
謀
本
部

付
に
な
り
ま
し
た
。
南
北
戦
争
の
時
は
豆
満
江
の
沿
線
で
戦
闘

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
ま
た
本
部
に
帰
り
陸
軍
大
学
を
卒
業
し

ま
し
た
。
連
隊
長
を
し
ば
ら
く
務
め
て
准
将
に
昇
進
し
、
今
年

よ
う
や
く
予
備
役
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
」
と
、
淡
々
と
過
ぎ
し

日
の
苦
労
の
跡
を
話
し
て
く
れ
た
。




